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⽂献⽬録 
英語 

 
 
英⽂法 
秋元実治(編)(2001)『⽂法化：研究と課題』英潮社 

―2000 年 5 ⽉に⽴教⼤学で⾏われた⽇本英⽂学会第 72 回シンポジウム『⽂法化
(Grammaticalization)をめぐって』の発表原稿を基に関連する論⽂数編を加えて編まれた
もの。 

秋元実治, 保坂道雄(共編)(2005)『⽂法化；新たな展開』英潮社 
―歴史語⽤論・分散形態論における⽂法化や適応的⾔語進化と⽂法化との関連などを扱
う。 

秋元実治(2014)『増補 ⽂法化とイディオム化』ひつじ書房 
―⽂法化とイディオム化に関して、そのメカニズムや要因、分析例など多様な内容を扱
った本。 

浅川照夫, 鎌⽥精三郎(1986)『助動詞』(新英⽂法選書 4)⼤修館書店 
―助動詞の統語的側⾯を実例を挙げつつ解きほぐし、意味の⾯の具体的な問題に⼿掛か
りを提供する本。 

荒⽊⼀雄, 安井稔(編)(1992)『現代英⽂法辞典』三省堂 
―伝統⽂法の枠組みを尊重した、20 世紀の英⽂法研究の成果の集⼤成。 

安藤貞雄(2005)『現代英⽂法講義』開拓社 
―様々な英⽂法における項⽬を豊富な例⽂・理論的視座とともに解説する。常に⼿元に
置き疑問が浮かぶごとに参照できる。 

安藤貞雄(2007)『英⽂法を探る』（開拓社叢書 18）開拓社 
―特異な構⽂の語法や複数の英語学のトピックを扱う。伝統⽂法・認知意味論・⽣成⽂
法など複数の理論的視座を含む。 

安藤貞雄(2008)『英語の⽂型』（開拓社 ⾔語・⽂化選書 3）開拓社 
―8 ⽂型を提唱し、英語における基本⽂型と、変形が加えられた派⽣⽂法を扱う。 

安藤貞雄(2012)『英語の前置詞』（開拓社 ⾔語・⽂化選書 31）開拓社 
―細分化された前置詞の意味を直感的な、単⼀の中核的意味にまとめることを試みた
本。 

安藤貞雄(2021)『新装版 基礎と完成 新英⽂法』（⼀歩進める英語学習・研究ブックス）開拓社 
―1984 年初版の新装復刻版。平易で詳細な解説とともに「考える英⽂法」の視座について
扱う。 

アンドリュー・ラッドフォード(2020)『英語構⽂を分析する（上）』⾦⼦義明, 島越郎(訳) 開拓
社 
―最新の極⼩主義の解説を含み、⽂法・語・構造・ゼロ構成素や⽂法の研究⼿法などを
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扱った本。 
アンドリュー・ラッドフォード(2020)『英語構⽂を分析する（下）』開拓社 
池上嘉彦(1991)『〈英⽂法〉を考える』筑摩書房 
池内正幸(1985)『名詞句の限定表現』(新英⽂法選書 6)⼤修館書店 

―冠詞・指⽰詞・数量詞に関して、その使い⽅や意味などを新たな視座から解説したも
の。 

⽯⽥秀雄(2002)『英語冠詞講義』⼤修館書店 
―冠詞とは何か、可算・不可算の使い分け、定・不定の使い分けなどを平易に解説した
本。 

市河三喜(1949)『英⽂法研究』研究社 
伊藤健三, 廣瀬和清(1999)『⼤学⽣のための現代英⽂法』 

―英⽂法における基本項⽬を網羅し、特殊構⽂の章では⾳声の仕組みについても扱う。 
稲⽥俊明(1989)『補⽂の構造』(新英⽂選書 3)⼤修館書店 

―⾃動詞補⽂・他動詞補⽂、形容詞句補⽂や名詞句補⽂など、様々な補⽂に関する項⽬
を仔細に解説したもの。 

今井隆夫(2019)『実例とイメージで学ぶ感覚英⽂法・語法講義』（⼀歩進める英語学習・研究ブ
ックス）開拓社 
―カテゴリー化としての英⽂法・表現法や⽇本⼈英語学習者が陥りやすい間違いなどを
扱った⽂法書。 

岩⽥彩志(2012)『英語の仕組みと⽂法のからくり』（開拓社 ⾔語・⽂化選書 34）開拓社 
―構⽂分析の「公式」を想定し、その例外に着⽬して様々なタイプの構⽂の解説をする
本。 

上⽥明⼦(2018)『イメージ感覚で捉える 英語の前置詞』（⼀歩進める英語学習・研究ブック
ス）開拓社 

―個々の前置詞をその基本的意味や頻度などの特性によって分類したのち、それぞれ詳
細に解説をしたもの。 

江川泰⼀郎(1991)『英⽂法解説』⾦⼦書房 
―英⽂法における項⽬を、豊富な例⽂とともに余すことなく網羅した本。練習問題とそ
の解答まで掲載されている。 

江川泰⼀郎(2014)『英⽂法の基礎』研究社 
―『英⽂法解説』よりも平易に解説された、これから英⽂法を本格的に学ぼうとする⼈
へ向けた⼊⾨書。 

太⽥朗(1980)『否定の意味：意味論序説』⼤修館書店 
―否定というものに関して、統語論・意味論・論理学・会話の含意・発話⾏為など、多
⾓的な視座から分析を試みた本。 

太⽥朗, 池⾕彰, 村⽥勇三郎(1972)『⽂法論Ⅰ』(英語学体系 3)⼤修館書店 
―伝統⽂法の枠組みを解説したのち、現代英語の個⼈的・時代的・地理的・社会的差異
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や⾔語使⽤粋などの枠組みを概観する本。 
太⽥朗, 梶⽥優(1974)『⽂法論Ⅱ』(英語学体系 4)⼤修館書店 
太⽥朗, 梶⽥優(1990)『照応と削除』(新英⽂法選書 11)⼤修館書店 

―照応に関する問題を、名詞照応・⽂照応・述部類照応に⼤分類し、それぞれ解説した
もの。 

⼤⻄泰⽃, ポール・マクベイ(2018)『ハートで感じる英⽂法 決定版』NHK出版 
―進⾏形・現在完了、不定詞、冠詞などの⽂法事項をイメージを伴って、直感的に捉える
ことを⽬標にした英⽂法書。 

⼤庭幸男(2011)『英語構⽂を探求する』（開拓社 ⾔語・⽂化選書 23）開拓社 
―主に中間構⽂・結果構⽂・⼆重⽬的語構⽂・⼩節構⽂を取り上げ、それぞれの注⽬に
値する事象に関して議論した本。 

岡⽥伸夫(1985)『副詞と挿⼊⽂』(新英⽂法選書 9)⼤修館書店 
―副詞の機能・形態・位置・作⽤粋や不接辞や離接辞、合接辞などの修飾について扱っ
た本。 

影⼭太郎(編)(2001)『⽇英対象・動詞の意味と構⽂』⼤修館書店 
―⽇本語と英語の構⽂の論理や仕組みなどを、⼆重⽬的語構⽂や結果構⽂などを取り上
げつつ対照的に解説する。 

柏野健次(1999)『テンスとアスペクトの語法』（開拓社叢書 9）開拓社 
―テンスでは現在時制・過去時制・未来時表現を、アスペクトでは進⾏形・完了形を章
⽴てし、それぞれの意味や⽤法を⽐較しつつ詳細に解説する本。 

柏野健次, 吉岡潤⼦(2004)『エレメンタリー英⽂法』開拓社 
―⽂法解説は基礎的なものを広く扱いつつ、練習問題も掲載されている英⽂法書。 

柏野健次(2011)『英語語法ライブラリ-ペーパーバックが教えてくれた-』(開拓社 ⾔語・⽂化選
書 24) 開拓社 
―語法・⽂法編, ⼝語英語編, ⽂化⽐較編の 3 章⽴てで、実例と解説がセットになったも
の。 

加藤泰彦, 吉村あき⼦, 今仁⽣美(編)(2010)『否定と⾔語理論』開拓社 
―「否定」に関して、統語論・意味論・語⽤論・談話分析などのアプローチから作⽤粋
や極性などの様々な問題の分析を試みる 

⾦⽔敏, 今仁⽣美(2000)『意味と⽂脈』(現代⾔語学 4)岩波書店 
―意味研究の成果を、語⽤論・認知⾔語学のアプローチによって解説したもの。 

⾦⼦義明(2009)『英語助動詞システムの諸相』開拓社 
―⽣成⽂法による分析に基づき、時制や⼀致、助動詞や条件節についての諸問題を解説
したもの。 

神尾昭雄(1990)『情報のなわ張り理論-⾔語の機能的分析』⼤修館書店 
川村健治(2020)『⽇本語で理解する英⽂法』東京：明⽇⾹出版社 

―⽇本語ではどのように⾔うかということから出発し、英語の論理や⽂法への転換を図
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るという新たな試みの⽂法書。 
川村健治(2021)『英語表現をマスター！時制の公式』（⼀歩進める英語学習・研究ブックス）開
拓社 

―「〜する」・「〜します」や「〜している」・「〜しています」などの⽇本語表現に対応
する英訳は現在形を使うのか、進⾏形を使うのかなど、和⽂英訳という観点から英語の
時制のシステムについて解説しなおした英⽂法書。 

⽊原研三(1955)『呼応・話法』研究社 
久野暲, ⾼⾒健⼀(2013)『謎解きの英⽂法 省略と倒置』くろしお出版 

―シリーズ謎解きの英⽂法の省略・倒置編。命令⽂や主語のない定動詞句⽂、接続詞の
反復、There構⽂などについて扱う。 

クリストファー・バーナード(2013)『句動詞の底⼒』開拓社 
河野継代(2012)『英語の関係節』（開拓社叢書 21）開拓社 
⼩⻄友七(1970)『現代英語の⽂法と語法』⼤修館書店 

―⽂法研究・語法研究・シノニム研究の 3 章に分かれ、それぞれ実例に即した仕組みの
解説がされている本。⽣成⽂法的分析も⼀部扱っている。 

⼩⻄友七(1976)『英語の前置詞』⼤修館書店 
⼩⻄友七(2016)『英語のしくみがわかる基本動詞 24：新装版』研究社 

―get, have, take, do など英語を学ぶ上で必須の基本動詞の中核的意味を捉えることを⽬
的として解説した本。 

斎藤武⽣, 原⼝庄輔, 鈴⽊英⼀(1995)『英⽂法への誘い』（開拓社叢書 2）開拓社 
―⾳声・⾳韻、形態、統語、意味論・語⽤論や構⽂論など、⽂法の各部⾨を網羅し、多
⾓的な視点から⽂法解説をした本。 

佐藤良明(2022)『英⽂法を哲学する』アルク 
―英語の考え⽅や論理について、⽂型や時制を取り上げつつ、あえて⽇本語との差異を
強調して書かれた⽂法書。 

佐藤芳明(2009)『レキシカル・グラマーへの招待』（開拓社 ⾔語・⽂化選書 9）開拓社 
―give, haveなどの基本的動詞のコア・イメージを基に使役構⽂などの特定の構⽂の解説
をした、英語学習者と英語教師必携の本。 

澤⽥治美, ⾼⾒健⼀(編)(2010)『ことばの意味と使⽤：⽇英語のダイナミズム』鳳書房 
嶋越郎(2015)『省略現象と⽂法理論』開拓社 

―省略⽂に関する先⾏研究やコピーと削除、省略⽂に課せられる同⼀性条件など、省略
現象に関する様々なトピックを紹介・解説した本。 

嶋⽥裕司(1985)『句動詞』(新英⽂法選書 5)⼤修館書店 
⽔光雅則(1985)『⽂法と発⾳』(新英⽂法選書 1)⼤修館書店 
関茂樹(2001)『英語指定⽂の構造と意味』開拓社 

―分裂⽂における指定の重層性や転移化・焦点化、複合的指定⽂や不定詞節を含む指定
⽂など、指定に関するトピックを多数分析した本。 
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鷹家秀史, 林⿓次郎(2004)『⽣きた英⽂法・語法』旺⽂社 
⾼野裕⼆他(2021)『移動現象を巡る諸問題』開拓社 
⾼⾒健⼀(2011)『受⾝と使役 その意味規則を探る』開拓社 
⾼⾒健⼀, 久野暲(2002)『⽇英語の⾃動詞構⽂』研究社 

⽥川憲⼆郎(2020)『時制とアスペクトの仕組みを明確にする 学習英⽂法のフォーマット』（⼀
歩進める英語学習・研究ブックス）開拓社 
―⽂の構造を主語動詞のペアであるネクサスと時制との関わりを通して分析し、更に意
味と語法に関しても譲歩や意志の主体、メトニミー、類像性など多様な項⽬を取り上げ
解説したもの。 

武⽥修⼀(編)(1988)『現代英語の⽂法現象』神奈川：オセアニア出版社 
―法助動詞や不定詞、動詞、代名詞などに関する具体的な⽂法現象を多くの例⽂や実験
結果とともに紹介した本。 

⽥⼦内健⼀, ⾜⽴公也(2005)『右⽅移動と焦点化』研究社 
⽥⼦内健介(2020)『英⽶の⽂法書に学ぶ英⽂法基礎論』開拓社 

―⽣成⽂法・機能⽂法・論理的意味論・談話語⽤論・第⼆⾔語習得など複数の理論的視
座を含みつつ、英語⺟語話者に向けて書かれた英⽂法書の内容を⽇本⼈学習者に向けた
形で解説したもの。 

⽴⽯浩⼀, ⼩泉政利(2001)『⽂の構造』研究社 
⽥中茂範(2013)『表現英⽂法』東京：コスモピア株式会社 

―単語のイメージに関する図やイラストを多数掲載し、⽂法の細かいニュアンスの違いま
で丁寧に説明されている⽂法書。 

デ・シェン, ブレント(1997)『英⽂法の新発⾒』研究社 
デイヴィット・クリスタル(2020)『英⽂法には「意味」がある』⼤修館書店 
デイヴィット・セイン, 古正佳緒⾥(2016)『ネイティブが教える英語の時制の使い分け』研究社 

―集める(assemble, accumulate, collect, gather)など、類似した意味になる英語の動詞の
使い分けを、ネイティブの感覚に基づいて解説したもの。 

友繁義典(2016)『英語の意味を極める 1』（⼀歩進める英語学習・研究ブックス）開拓社 
友繁義典(2016)『英語の意味を極める 2』（⼀歩進める英語学習・研究ブックス）開拓社 
豊⽥⼀男(2015)『ジョークで楽しむ英⽂法再⼊⾨』開拓社 
― 
千葉修司(2013)『英語の仮定法 仮定法現在を中⼼に』(開拓社叢書 23)開拓社 

―仮定法現在に関する現代英語の使⽤状況や、その歴史的背景などを⾔語学的に細かく
分析・研究した本。 

千葉修司(2018)『英語の時制の⼀致』（開拓社叢書 32）開拓社 
千葉修司(2019)『英語 tough構⽂の研究』開拓社 

―欽定訳聖書や Shakespeareによる作品、イェスペルセンの Poutsma に加え古英語・現
代英語における実例など、多くのデータを通して tough構⽂の特徴を分析した本。 
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千葉修司(2021)『英⽂を正しく理解するための学習英⽂法のコツ』（⼀歩進める英語学習・研究
ブックス）開拓社 

坪本篤朗, 早瀬尚⼦, 和⽥尚明(編)(2009)『内と外の⾔語学』開拓社 
中右実(2018)『英⽂法の⼼理』開拓社 

―⽂法の論理やしくみと、現実をどのように切り分けるかということの関連について、
主体と道具などの関係性を分析しつつ解説する。 

中尾祐治, 天野政千代(1994)『助動詞 Do：起源・発達・機能』英潮社 
中尾俊夫, 児⾺修(編)(1990)『歴史的にさぐる現代の英⽂法』⼤修館書店 
中川右也(2010)『教室英⽂法の謎を探る』開拓社 
中島平三(2017)『斜めからの学校英⽂法』（開拓社 ⾔語・⽂化選書 70）開拓社 

―⽂型・動名詞・分詞や不定詞などの⽂法項⽬の中でも学校英⽂法において例外とされ
ているものや暗記で⽚付けられている仕組みに対する論理的な解説を試みた本。 

中野清治(2014)『英語の法助動詞』（開拓社 ⾔語・⽂化選書 49）開拓社 
中野弘三(1993)『英語法助動詞の意味論』英潮社 
中村捷(2009)『実例解説英⽂法』開拓社 
中村良夫(2020)『⼤学で英語を教える⽗が⾼校⽣の娘に贈るプレミアムな英⽂法・熟語』（⼀歩

進める英語学習・研究ブックス）開拓社 
―⾼校英⽂法から⼤学の英語への橋渡しとなる、⽂法現象の解説に加え根拠や理由まで
詳細に掲載されている新しい英⽂法書。 

⻑原幸雄(1990)『関係節』(新英⽂法選書 7)⼤修館書店 
⻄垣内泰介(1999)『論理構造と⽂法理論-⽇英語のWH現象』(⽇英語対照研究シリーズ 7)くろ

しお出版 
野村益寛(2020)『英⽂法の考え⽅』（開拓社 ⾔語・⽂化選書 87）開拓社 
畠⼭雄⼆(2006)『⾔語学の専⾨家が教える新しい英⽂法』東京：ベレ出版 

―理論⾔語学上で⾮⽂と分析される⽂は何がダメなのかということや、英⽂法における
「なぜ？」に対して理解の⼿掛かりを提供する本。 

濱⽥英⼈(2019)『脳のしくみが解れば英語が⾒える』（⼀歩進める英語学習・研究ブックス）開
拓社 

原⼝庄輔, 今⻄典⼦(編)(2001)『⽂法Ⅱ』(英語学⽂献解題 5)研究社 
バート・カッペル, 和⽥尚明(編)(2010) Distinctions in English Grammar. 開拓社 
福村⻁治郎(1965)『英語態(voice)の研究』北海道：北星堂書店 
保坂道雄(2014)『⽂法化する英語』開拓社 

―昔の英語にはなかった冠詞や形式主語、助動詞や完了形などの⽂法項⽬がどのように
現れ、現在の形になったのかを⽂法化の観点から分析した本。 

細江逸記(1932)『動詞時制の研究』篠崎書林 
松村瑞⼦(1996)『⽇英語の時制と相』松柏社 
⽔⾕信⼦(1985)『⽇英⽐較 話しことばの⽂法』くろしお出版 
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宮川幸久, 林⿓次郎(編)(2010)『アルファ英⽂法』研究社 
宮⽥⼀廣(1998)『⽇英⽐較 前置詞の⽂法』松柏社 
宮⽥幸⼀(1970)『教壇の英⽂法』研究社 
村⽥勇三郎(2005)『現代英語の語彙的・構⽂的事象』開拓社 

⽑利可信(1980)『橋渡し英⽂法』⼤修館書店 
⼋⽊克正(1990)『⽂法活⽤の⽇常英語表現』英宝社 
⼋⽊克正(2021)『現代⾼等英⽂法』開拓社 
⼋⽊孝夫(1987)『程度表現と⽐較構造』(新英⽂法選書 7)⼤修館書店 
安井稔(1983)『英⽂法総覧』開拓社 
レナート・デクラーク(1994)『現代英⽂法総論』開拓社 
綿貫陽, 宮川幸久, 須⾙猛敏, ⾼松尚弘(2000)『ロイヤル英⽂法』旺⽂社 
綿貫陽, マーク・ピーターセン(2006)『表現のための実践ロイヤル英⽂法』旺⽂社 
Azar, B. (1999). Understanding and using English Grammar. 3rd ed. Prentice Hall Regents. 
Baker, M. (1988). Incorporation: A Theory of Grammatical Function Changing. The 

University Chicago Press. 
―抱合の理論と現象に焦点を置き、名詞抱合や統語的動詞抱合、前置詞抱合など多様な
切り⼝から分析する。 

Binnick, I. R. (1991). Time and the Verb. Oxford University Press. 
Broughton, G. (1990). The Penguin English Grammar A-Z. Penguin Books. 
Brown, G. (1851). The Grammar of English Grammar. S & W Wood. 
Bryant, M. M. (1945). A Functional English Grammar. Heath. 
Celce-Murcia, M, & D. Larsen-Freeman. (1983). The Grammar Book. Heinle & Heinle. 
Chalker, S. (1984). Current English Grammar. Macmillan. 
Chalkers, S. (1990). English Grammar Word by Word. Longman. 
Close, R. A. (1975). A Reference Grammar for Students of English. Longman. 
Close, R. A. (1992). A Teacher’s Grammar. Thomson Heinle. 

―冠詞・数量詞・時制・法助動詞などの主要英⽂法項⽬から、命題・副詞的⼩詞・句動
詞などの詳細な分析までを網羅した英語教師向けの⽂法書。 

Comrie, B. (1976). Aspect: An Introduction to the Study of Verbal Aspect and Related 
Problems. CUP 

―時制とアスペクトとの関りや、telic/ atelic の対⽴などのアスペクトの意味論的側⾯
を⼀般的に解説したのち個別⾔語の分析をした本。 

Comrie, B. (1985). Tense. CUP 
―絶対時制・相対時制、時制と統語論の関わり、未来を表す表現における問題など、時
制に関するあらゆるトピックを網羅した本。 

Davidsen-Nielsen, N. (1990). Tense and Mood in English. Mouton De Gruyter.  
Declerck, R. (1991) A Comprehensive Descriptive Grammar of English. Kaitakusha. 
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Dixon, R. M. W. (2005) A Semantic Approach to English Grammar. Oxford University Press. 
Eastwood, J. (1994). Oxford Guide to English Grammar. OUP. 
Eastwood, J. (2005). Oxford Learner’s Grammar. OUP. 
Feigenbaum, I. (1975). The Grammar Handbook. OUP. 
Gelderen, Elly van. (2004). Grammaticalization as Economy. John Benjamins. Amsterdam. 
Hewings, M. (2005) Advanced Grammar in Use, 2nd ed. Cambridge University Press. 
Hornby, A. S. (1956). Guide to Patterns and Usage in English. Oxford University Press. 
Huddleston, R. (1984). Introduction to the Grammar of English. Cambridge University Press.  
Jespersen, O. (1924). The Philosophy of Grammar. George Allen & Unwin 
Jespersen, O. (1927). A Modern English Grammar on Historical Principles. (Part 3. Syntax. 

Second Volume.). Allen. 
Jespersen, O. (1933). Essentials of English Grammar. London. Allen & Unwin. 
Kaplan, J. P. (1989). English Grammar: principles and Facts. Prentice Hall. 
Leech, N. G. (1971). Meaning and the English Verb. Longman. 
Leech, N. G., & J, Svartvik. (2002). A Communicative Grammar of English, 3rd ed. Longman. 
Long, R. B, & D. R. Long. (1971). The Syntax of English Grammar. Scott, Foresman. 
Macaulay, R. K. S. (1971). Aspect in English. University Micro-films International 
Murphy, R, & W. R. Smalzer. (2009) Grammar in Use, Intermediate, 3rd ed. Cambridge 

University Press. 
Narrog, H. & B, Heine. (2011). The Oxford Handbook of Grammaticalization. Oxford 

University Press. 
―「⽂法化」という現象について、⽣成⽂法・機能⽂法・認知⽂法（⽤法基盤モデ
ル）や社会⾔語学との関わりを通して分析し、更に⾔語変異や接触など、⽂化的問題
についても解説した本。 

Palmer, F. R. (1965) A Linguistic Study of the English Verb. Longman. 
Quirk, R, & S, Greenbaum. (1973). A University Grammar of English Longman. 
Quirk, Randolph, Greenbaum, Sidney, Geoffrey, & Svartvil, J. (1985). A Comprehensive 

Grammar of the English 
Roberts, P. (1971). Understanding Grammar.Harper. 
Swan, M. (2005). Practical English Usage, 3rd ed. Oxford University Press. 
Sweet, H. (1891). A New English Grammar. (Part 1). Oxford University Press. 
Taylor, J, R. (1996). Possessives in English. Clarendon Press. 
Thomson, A. J, & A. V. Martinet. (1986) A Practical English Grammar, 4th ed. Oxford 

University Press. 
Warner, A, R. (1993). English Auxiliaries. Cambridge University Press.  
 
英語史 
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荒⽊⼀雄, 宇賀治正朋(1984)『英語史ⅢA』(英語学体系 10-1)⼤修館書店 
家⼊葉⼦(2007)『ベーシック英語史』ひつじ書房 

―英語の外⾯史や名詞・関係代名詞の発達、語形変化、be, have, do などの動詞と分詞の
関わりなど、計 15 の側⾯から英語の歴史を概観したもの。 

宇賀治正朋(2000)『英語史』開拓社 
―特に近代英語に焦点を置き、⾳韻論・形態論・語彙論・統語論など各部⾨における問
題点を明らかにした本。 

内⽥⼗美, 家⼊葉⼦, ローレンス・スコウラップ(編)(2017) Studies in the History of the 
English Language 7 Language Contact and Variation in the History of English. 開拓社 

⼤泉昭夫(編)(1997)『英語史・歴史英語学：⽂献解題書誌と⽂献⽬録書誌』研究社 
⼤塚⾼信(1976)『シェイクスピアの⽂法』研究社 
⼩倉美智⼦(2015)『変化に重点を置いた英語史』英宝社 

―⾳・綴り・形態・統語・意味・語彙・⽂体のそれぞれの変化に着⽬して英語の歴史を
概観したもの。 

⽚⾝彰夫, 川端朋弘, ⼭本史歩⼦(2018)『英語教師のための英語史』開拓社 
唐澤⼀友(2011)『英語のルーツ』春⾵社 
菊池清明, 唐澤⼀友, 堀⽥隆⼀, ⾙塚泰幸(2008)『英語史：現代英語の特質を求めて-多⽂化性と

国際性-』関⻄⼈⽂科学出版社 
児⾺修(1996)『ファンダメンタル英語史』ひつじ書房 
斎藤俊雄(1992)『英語英⽂学研究とコンピュータ』英潮社 
斎藤俊雄(1997)『英語史研究の軌跡-フィロロジー的研究からコーパス⾔語学的研究へ-』英宝社 
斎藤俊雄, 中村純作, ⾚野⼀郎(2005)『英語コーパス⾔語学-基礎と応⽤』研究社 
⾼橋英光(2017)『英語の命令⽂-神話と現実』 
⾼橋英光(2020)『英語史を学び英語を学ぶ』くろしお出版 

―2部構成になっており、前半は古英語・中英語・初期近代英語の順番で通時的に概観
し、後半では現代英語の具体的な現象から過去に遡り、ルーツを探る。 

⽥中智之(2016)「英語史におけるOV語順の消失-不定詞節を中⼼に」⽥中智之他(編)『⽂法変
化と⾔語理論』119-133, 開拓社 

⾕明信, ジェニファー・スミス(編)(2017) Studies in the History of the English Language 6 
Studies in Middle and Modern English 

寺澤盾(2013)『聖書でたどる英語の歴史』⼤修館書店 
―聖書の有名なシーンや節を各時代の英語で読み進めながら英語の変遷を概観していく
本。 

中尾俊夫, 寺島廸⼦(1988)『図説英語史⼊⾨』⼤修館書店 
中尾佳⾏(2004)『Chaucer の曖昧性の構造』松柏社 
中島⽂雄(1953)『近代英語とその⽂体』研究社 
中島⽂雄(1951)『英語発達史 改訂版』岩波書店 
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⻄原哲雄(2021)『ブックレット英語史概説』開拓社 
橋本功(1999)『聖書の英語-旧約聖書からみた-』英潮社 
橋本功(2005)『英語史⼊⾨』慶応義塾⼤学出版会 
堀⽥隆⼀(2016)『英語の「なぜ？」に答えるはじめての英語史』研究社 
堀⽥隆⼀(2011)『英語史で解きほぐす英語の誤解 納得して英語を学ぶために』中央⼤学出版部 
松浪有(1995)『英語の歴史』(テイクオフ英語学シリーズ 1)⼤修館書店 
三輪信春(2018)『新たな英語史研究をめざして 詩学と記号論を視点に』開拓社 
安井稔, 久保⽥正⼈(2014)『知っておきたい英語の歴史』（開拓社叢書 28）開拓社 
柳朋宏(2019)『英語の歴史をたどる旅』中部⼤学ブックシリーズ Acta 30. ⾵媒社 
渡部昇⼀(1983)『英語の歴史』⼤修館 
Abbott, E. A. (1869). A Shakespearian Grammar. Macmillan. 
Algeo, J. & T, Pyles. (2005). The Origins and Develpoment of the English Language. 5th 

ed.Thomson Wadsworth. 
―英語の⽂字と⾳、英語を取り巻く環境などを前提に、古英語・中英語・初期近代英
語・後期近代英語や借⽤語について概観した本。 

Allen, L. C. (1995). Case Marking and Reanakysis: Grammatical Relations from Old to 
Early Modern English. Oxford University. 

Allen, L. C. (2008). Genitive in Early English. Oxford University Press. 
―ゲルマン語・英語における所有格や所有格の類型論、また指⽰詞と所有の関係につい
て論じられている本。 

Baugh, Albert, C, & Thomas, C. (1993). A History of the English Language. 4th ed. 
Routledge. 5th ed. 2002. 

Blake, N. F. (1996). A History of the English Language. Basingstoke: Macmillan. 
Bradley, H. (1955). The Making of English. Macmillian. 
Bragg, M. (2003). The Adventure of English. New York: Arcade. 
Brinton, L. J. & L. K. Arnovick. (2006). The English Language: A Linguistic History. 

Oxford: OUP. 
―⾔語学的分析法に基づき、⾔語とは何かという定義から始まり、英語の⾳・綴り・⾔
語変異や各時代の英語特有の現象などを詳述した本。 

Bryson, B. (1990). Mother Tongue: The Story of the English Language. London: Penguin. 
Campbell, A. (1959). Old English Grammar. Clarendon Press. 
Evans, B. I. (1952) The language of Shakespeare’s Plays.Methuen. 
Fennel, B. A. (2001). A History of English: A Sociolinguistic Approach. Malden, MA: 

Blackwell. 
― 
Gelderen, E, V. (2006). A History of the English Language. Amsterdam. John Benjamins. 
Gelderen, Elly van. (2000). A Hisory of English Reflective Pronouns. John Benjamins, 
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Amsterdam. 
Gooden, P. (2009). The Story of English: How the English Language Conquered the World. 

London: Quercus. 
Horobin, S. (2016). How English Became English: A Short History of a Global Language. 

Oxford: OUP. 
Jespersen, O. (1952). Growth and structure of the English Language. 9th ed. Oxford: 

Blackwell. 
Krug, M, G. (2000). Emerging English Modals. Mouton de Gruter, New York.  
Leck, A, M. (2010). Grammaticalization Paths of Have in English. Peter Lang. Frankfurt am 

Main. 
Los, B. (2005). The Rise of the To-infinitive. Oxford university Press.  
Poutsma, H. (1926) A Grammar of Late Modern English. (Part 2.The Parts of Speech. Section 

2. The Verb and the Principles.). Noordhoff. 
Smith, J. J. (1999). Essentials of Early English. London: Routledge. 
Strang, B. M. H. (1970). A History of English. London: Methuen.  
Toyota, J. (2008). Diachronic Change in the English Passive. Palgrave Macmillian, 

Basingstoke. 
 
コーパス 
⽯川慎⼀郎, ⻑⾕部陽⼀郎, 住吉誠(2020)『コーパス研究の展望』開拓社 

―コーパスと認知⾔語学的観点からの英語学や、英語語法研究・英語教育研究との関連
に基づき、コーパス研究の今後をまとめた本。 

⼩川芳樹, ⻑野明⼦, 菊池朗(2016)『コーパスからわかる⾔語変化・変異と⾔語理論』開拓社 
―英語・⽇本語の構⽂変化とコーパスとの関連や、⾔語類型論とコーパス、⾔語獲得と
コーパスなど、コーパスと他分野の様々な関係性を扱った本。 

柏野健次, 内⽊場努(1991)『コーパス英⽂法』開拓社 
―豊富な例⽂と各節に設けられた多数の練習問題を収録した実⽤英⽂法書。 

ガイ・アシュトン, ルー・バーナード(2004)『The BNC handbook: コーパス⾔語学への誘い』
松柏社 

―BNC に⽤いられる検索⾔語 SARA について詳細に解説したのち、実際の検索⽅法や複
数の問題について解説する本。 

斎藤俊雄, 中村純作, ⾚野⼀郎(編)(1998)『英語コーパス⾔語学』研究社 
―コーパスとは何かという基本的問いから始まり、コーパスに基づく語彙・⽂法・英語
史・⽂体論研究や辞書編纂について議論した本。 

投野由紀夫(編)(2005)『コーパス英語類語使い分け 200』⼩学館 
―コーパスを基に編集された初めての類語辞典で、詳細な解説と⽣き⽣きとした例⽂が
特徴的。 
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認知⾔語学 
浅井良策(2018)「英語の『⾮意図的』結果構⽂について」JELS 35: 10-16 
尼ケ崎あきら(1990)『ことばと⾝体』勁草書房 
池上嘉彦(1981)『「する」と「なる」の⾔語学』⼤修館書店 
池上嘉彦, F・ウンゲラー, H・-J・シュミット(1998)『認知⾔語学⼊⾨』⼤修館書店 
池⽥まさみ(編)(2012)『⾔語と思考』オーム社 
⽯川圭⼀(2005)『ことばと⼼理：⾔語の認知メカニズムを探る』くろしお出版 
上原聡, 熊代⽂⼦(2007)『⾳韻・形態のメカニズム：認知⾳韻・形態論のアプローチ』研究社 
内⽥聖⼆(2013)『ことばを読む、⼼を読む：認知語⽤論⼊⾨』開拓社 
⼤堀壽夫 (2002)『認知⾔語学』東京⼤学出版 
⼤堀壽夫(2002)『認知⾔語学Ⅱ：カテゴリー化』(『シリーズ⾔語科学』第三巻)東京⼤学出版会 
尾⾕昌則, ⼆枝美津⼦(2011)『構⽂ネットワークと⽂法：認知⽂法論のアプローチ』研究社 
⼩野尚之(編)(2007)『結果構⽂研究の新視点』ひつじ書房 
影⼭太郎(2001)『動詞意味論-⾔語と認知の接点』くろしお出版 
影⼭太郎(1997)「単語を超えた語形成」中右実(編)『語形成と概念構造』128-197, 研究社 
影⼭太郎(2001)『⽇英対照 動詞の意味と構⽂』⼤修館書店 
河上誓作(1996)『認知⾔語学の基礎』研究社 
児⽟⼀宏, 野沢元(2009)『⾔語習得と⽤法基盤モデル：認知⾔語習得論のアプローチ』 
児⽟⼀宏, ⾕⼝⼀美, 深⽥智(2020)『はじめて学ぶ認知⾔語学：ことばの世界をイメージする 14

章』ミネルヴァ書房 
崎⽥智⼦, 岡本雅史(2010)『⾔語運⽤のダイナミズム：認知語⽤論のアプローチ』 
佐藤信夫(1992)『レトリック感覚』講談社 
篠原和⼦, ⽚岡邦好(2008)『ことば・空間・⾝体』ひつじ書房 
ジョン・R・テイラー, 瀬⼾賢⼀(2008)『認知⽂法のエッセンス』⼤修館書店 
瀬⼾賢⼀(1995)『空間のレトリック』海鳴社 
瀬⼾賢⼀, ⼭添秀剛, ⼩⽥希望(2017)『解いて学ぶ認知意味論』⼤修館書店 
瀬⼾賢⼀, ⼭添秀剛, ⼩⽥希望(2017)『解いて学ぶ認知⾔語学の基礎』⼤修館書店 
瀬⼾賢⼀, ⼭添秀剛, ⼩⽥希望(2017)『解いて学ぶ認知構⽂論』⼤修館書店 
セドリック・ブックス(2012)『⾔語から認知を探る：ホモ・コピナンスの⼼』岩波書店 
⾼橋英光(2010)『⾔葉のしくみ：認知⾔語学のはなし』北海道⼤学出版会 
⾼橋英光, 野村益寛, 森雄⼀, ⻄村義樹(2018)『認知⾔語学とは何か？：あの先⽣に聞いてみよ

う』くろしお出版 
―認知⾔語学とはどんな学問か、ということについて、その起源や研究内容、語⽤論と
の関係性や今後の発展などを概観することで明らかにする本。 
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⻄村義樹(2018)『認知⽂法論Ⅰ』（シリーズ認知⾔語学⼊⾨第 4巻）⼤修館書店 
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吉村公宏(2004)『はじめての認知⾔語学』研究社 
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grammatical constructions:  

The case of let alone. Language 64, 501-518 
 

⽣成⽂法 
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安藤貞雄, ⼩野隆啓(1993)『⽣成⽂法⽤語辞典：チョムスキー理論の最新情報』⼤修館書店 
池内正幸, 郷路拓也(編)(2013)『⽣成⾔語研究の現在』ひつじ書房 
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杉崎鉱司, 稲⽥俊⼀郎, 磯部美和 (2022)『⾔語研究の世界-⽣成⽂法からのアプローチ』研究社 
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原⼝庄輔, 中村捷, ⾦⼦義明(編)(2016)『増補版 チョムスキー理論辞典』研究社 
福井直樹(2001)『⾃然科学としての⾔語学：⽣成⽂法とは何か』 
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―統語構造についてのチョムスキーの初の著作。⽂法の独⽴性、句構造やその限界、ま
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Chomsky, N. (1965). Aspects of the theory of syntax. Cambridge. Mass. MIT Press. 
Chomsky, N. (1968). Language and Mind. Harcourt Brace & World, Inc. 
Chomsky, N. (1975). Reflections on Language. New York: Pantheon.  
Chomsky, N. (1981). Lectures on government and binding. Foris. Dordrecht.  
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 18 

今井邦彦(2001)『語⽤論への招待』⼤修館書店 
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⾳声・⾳韻論 
安倍勇(1958)『英語イントネーションの研究』研究社 
安藤賢⼀(1988)『演習英語⾳声学』 
成美堂 
今井由美⼦(他)(2020)『英語⾳声学への扉 改訂版 発⾳とリスニングを中⼼に』英宝社 
岩村圭南(2019)『改訂版 英語の正しい発⾳の仕⽅（リズム・イントネーション編）』研究社 
英語⾳声学研究会(2003)『⼤⼈の英語発⾳講座』⽇本放送出版協会 
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⽚⼭嘉雄(1996)『英語⾳声学の基礎 ⾳変化とプロソディーを中⼼に』研究社 
加藤重広, 安藤智⼦(2016)『基礎から学ぶ⾳声学講義』 
神⼭孝夫(2019)『脱・⽇本語なまり英語(+α)実践⾳声学 新装版』⼤阪⼤学出版会 
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⽵林滋(1996)『英語⾳声学』研究社 

―Henry Sweet, Daniel Jonesなどの調⾳⾳声学を基に書かれた英語⾳声学解説書。調⾳
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安井泉 (1992)『⾳声学』（現代の英語学シリーズ 2）開拓社 
原⼝庄輔(1994)『⾳韻論』（現代の英語学シリーズ 3）開拓社 
⼭根繁(2019)『コミュニケーションのための英語⾳声学研究』関⻄⼤学出版部 
⽶倉綽, 島村礼⼦, ⻄原哲雄(2019)『英語の語の仕組みと⾳韻の関係』（開拓社⾔語・⽂化選書

80）開拓社 
―語・形態・レキシコンや後期中英語における名詞派⽣接辞の形態について扱ったの
ち、複合語の強勢などの⾳韻的問題を取り上げる。 
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Crystal, D. (1980). A First Dictionary of Linguistics and Phonetics. Andre Deutsch. 
Fudge, E. (1984). English Word Stress. George Allen & Unwin. London.  
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⻄原哲雄, ⽥中真⼀(2015)『現代の形態論と⾳声学・⾳韻論の視点と論点』（開拓社叢書 25）開

拓社 
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Pinker, S. (1999). Words and Rules. A Phoenix Paperback. Phoenix. 
Plag, I. (2003). Wor-Formation in English. Cambridge University Press.  
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丁⼀楽, 江⼝清⼦, ⽊⼾康⼈, 眞野美穂(編)(2020)『統語構造と語彙の多⾓的研究』開拓社 
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Gruber, J. S. (1976). Lexical Structures in Syntax and Semantics. North-Holland. 
 
英語教育 
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⿃飼玖美⼦(2014)『英語教育論争から考える』みすず書房 
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⾔語主義のすすめ座談会』ひつじ書房 
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⻄原哲雄(2018)『英語教育と⾔語教育』（朝倉⽇英対照⾔語学シリーズ発展編 4）朝倉書店 
藤⽥耕司, 松本マスミ, 児⽟⼀宏, ⾕⼝⼀美(2012)『最新⾔語理論を英語教育に活⽤する』開拓
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三浦孝, 亘理陽⼀, ⼭本孝次, 柳⽥綾(編著)(2016)『⾼校英語授業を知的にしたい：内容理解・

表⾯的会話中⼼の授業を超えて』研究社 
安井稔(1973)『英語教育の中の英語学』⼤修館 

⽴教学院英語教育研究会(編)(2012)『英語の⼀貫教育へ向けて』東信堂 
亘理陽⼀, 草薙邦広, 寺沢拓敬, 浦野研, ⼯藤洋路, 酒井英樹(2021)『英語教育のエビデンス：こ
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⾼橋英光(2010)『⾔葉のしくみ：認知⾔語学の話』北海道⼤学出版 
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